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P1−12　当科 にお け る妊 娠合併子宮頸癌症例 の 検討一円 錐切除同時 シ ロ ッ カー手術の 母体 ・分娩予後 に つ い て
一
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【目的】妊娠中の 子宮頸部病変 の 診断は微小浸潤癌 を疑う所見が な い 場合，円錐 切除 を施行せ ず分娩後 まで待機 で きる との報

告が あ る．こ れ は侵 襲 的手技 に よ る 分娩予 後短縮 の リ ス ク を避 け える が ，同時 に 診断の 不確実性 に よる 母体予後 の 悪化 の リ ス

クが あり，正 確な 検査 能力が前提 とな る．今 回我々 は当科で の 妊 娠合併子 宮頸癌症例 をもと に検討を行 っ た．【方法｝対象は

1999 年か ら 2008 年まで 当科 で 治療 を施行 した 10症例．妊 娠中に 細胞診異常 に て 発 見 され 狙い うち組 織 診 に て 子 宮頸部上 皮

内癌以 上 と診断 され た 症例に対 し，円錐切除術を施行 し診断の 正確性及び母体予後につ い て検討 した．なお同時に シ ロ ッ カ
ー

子宮頸管縫縮術 を施行し合 わせ て 分娩予後も検討 した．【成績】進行期 は 0期 9例，Ia1期 1例で，組織 型 は全例扁平上 皮癌で

あ っ た．円錐切除で lal期 と診断された症例 は狙い うち組織診に て 微小浸潤癌で あり，妊娠初期細胞診 で もク ラ ス 5 で あ っ

た，また 0期 と診断 され た症 例 は全 例 狙 い うち組織診 にて CISで あ り細 胞 診 で も ク ラス 4 まで の 検査結 果 で あ っ た．現 在妊 娠

中の 1症例 を除く 9 症例で 生 児を獲得 し，うち 8 例で シ ロ ッ カ
ー

糸抜管期 の 36 週以 降ま で 妊 娠 期 間の 延 長 が 可 能で あ っ た．
産後経過 は la1期症 例 で子宮摘出を施行 したが，1−8年 の 観察期間中再発は 認め て い ない ，【結論】当科 で の 細胞診 ・狙 い うち

組織診 と円 錐切 除検体で の 診断に乖離 は なか っ た．妊娠合併子宮頸癌 で 円錐切除同時 シ ロ ッ カー手術 は母体 予後を担保 した

上で 分娩予後の 確保が期待 で きる治療と考えられるが，今後の 症例集積 の 結果 に よ っ て は円錐切除なしで の 保存管理は n∫能

で あ る と考 え られ た．

P1司3　子宮頸部円錐切除術術後 の 妊娠
・
分娩 に関す る検討
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【目的】CIN発症 の 若年化や 女性の 結婚年齢 ・出産年齢 の 上 昇 に よ り，子宮温存術式 で ある子 宮頸部円錐切 除 術 （以 下，円 錐

切除）の 機 会が 増加 して い る．本術 式 の 妊娠 ・
分娩へ の 影響 を検討する こ とを 目的 と した，【方法】円錐切除の 基 本的 方針は，
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下生検 に よ り組織診断を行い ．2 年以 L持続する 軽度

〜
中等度異形成に 対 して は LEEP ，高度異形成

〜
微小浸

潤癌に 対 して は KTP レー一ザーに よ る 円錐切除を行 っ た．こ の 2 方法 に よ る 円錐切除既往患者の 妊孕能 お よ び妊娠 ・分娩に 関

して 検討 した，【成績】円錐切除の 既往 が あ り当科不妊外来通 院 し挙児を得 た 12例の 検討で は，不妊 原因の 検索で 卵管因子が

2 例，原因不明が 10例で あ っ た．最終的に 挙児 を得た 治療法は ，排卵誘発 7例，人 工 授精 3 例，体外受精 2 例で あ っ た ．ま

た，円錐切除術 の 既 往 が あり2003年 4 月か ら 2007年 3 月末まで の 5 年間に て ，当科 に て 妊娠 ・分娩管理 を行っ た 15例 に 関

して 検討 を行 っ た とこ ろ，LEEP 切除全 11例は早産傾向を 認め る こ とな く，全例正 期産 にて 健児 を得 て い る．　KTP レ
ー

ザ
ー

切除 4 例全例 とも経過中に頸管無力症 にて マ ク ドナル ド頸管縫縮術 を施行して お り，2例が 35週 にて 早産，2例が産科適応に

て帝f 切開術施行とな っ た．経腟分 娩例 に お い て は，頸管裂傷な どの 産科異常例 は認め られ なか っ た．【結論】円錐切除術 の 妊

娠 ・
分娩に 及ぼ す影響 は ま だ未決の 部分が 多い が，特 に若年者 に 対 して は術後の 頸管長 を考慮 した 施術 の 選択 が 必 要 で ある

と考えられ た．

Pl−14　 当院に お ける Cold　knifeを用 い た子宮頸部円錐切除術後妊娠 の 検討
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【目的】子宮頸部初期病変に対する cold　knifeを用 い た円錐切除術は病理診断上の 有用性がある
一

方，　 LEEP や レ
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に比

較 して 手術 侵襲 が大 き く，術 後，妊 娠 した時 に流 早 産 や 分 娩 時 の 子 宮 頸 管 裂傷 の 危 険性 な どの 影 響 も指 摘 され てお り，そ の 評

価 は必 ず しも明 らか で は ない ，今回，我々 は coldknife に よる 円錐切除術施行後妊娠の 予後 につ い て 検討 した，【方法12007
年 12月まで の 10年間に cold 　knifeに よ る 円錐切除術 を施行 し た 309例，うち術後妊娠が 確認 され た 41 例 に つ い て 後方視的

に 検討 した、【成績】術後病理診断の 内訳 は CIN1 ：7例，　 CIN2：24例，　 CIN3 ：219例，1a1期 ：39例，　 la2期 ： 13例，　 lbl期 ：

1例 ，腺 癌病変 ：6例 で あ っ た，病 理 結 果 よ り，30例 で 子 宮摘 出術 が追 加 され た．術 後 妊 娠症 例 は 36症 例，41回 で 2 OO年以

前の 3 例 で 妊娠中に 子宮頸管縫縮術 が 行わ れ た が．そ れ以 外の 流産を 除い た 32 例は 自然に 妊娠管理 し て い る．妊娠転帰 は 人

工 妊娠 rF 絶が 2 例，12週未満 の 自然流産 2 例 （4．9％ ），16週 の 流産 1 例 （2．4％ ）32 週以 降の 早産 4 例 （10％ ），満期産 31

例 ，で あ っ た．生児を得た 35例 の 分娩方法 は帝f 切 開 術が 6例 （適応は 早 産が 2例，既 往帝王 切開 が 2例，筋腫核出術後 が

1例 ，NRFS が 1例 ）経 腟 分娩 が 29例 で あ っ た．全例 で分 娩時 の 異 常 出 血 や 子宮頸管裂 傷 は無か っ た．【結 論】cold 　knifcに よ

る 円錐切除術 は簡便で あ り，術後妊娠 例 にお い て は，早産に対す る注 意 は必 要で あ るが，これ まで 言わ れ て きた 経腟分娩時の

合併症 は必ず しも多 くない 事が 確認 された．
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